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しかし人間は、

弱さを乗り越える強さももっています。

他者を尊重するにはまず、

「そのままの自分」を大切にすること。

一人ひとりの自己肯定感や自己有用感を育むことが

多様性を尊重し合う社会につながっていくと

私たちは考えました。

人の数だけ、考え方や生き方がある。
そう分かっていても、

他者との違いを受け入れられなかったり、

ネガティブな感情をコントロールできなかったり、

周りの目を気にして合わせてしまったり……

人間は、そんな弱さをもった存在です。

そしてそんな弱さが、

差別や排除につながってしまうこともあります。

新しい時代をひらく生徒たちが
自分を丸ごと受け入れ、他者との違いも認めながら、
誰もが自分らしく生きられる多様性に富んだ社会

をつくっていってほしい……

『　　　　　　　　　　　』には、そんな思いが込められています。
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私
た
ち
は
、道
徳
教
科
化
の
き
っ
か
け
の
一
つ
で
あ
る﹁
い
じ
め
問
題
﹂を

重
く
受
け
止
め
、生
徒
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
続
け
て
い
ま
す
。

﹁
な
ぜ
、い
じ
め
は
起
こ
る
の
か
？
﹂

﹁
ど
う
し
て
、い
じ
め
は
許
さ
れ
な
い
の
か
？
﹂

生
徒
が
主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
教
材
・
コ
ラ
ム
を
厳
選
し
、練
り
上
げ
、

ユ
ニ
ッ
ト「
い
じ
め
と
向
き
合
う
」と
し
て
適
切
な
時
期
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
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1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

「ユニット」とは？
異なる内容項目に属する

多様な教材・コラムを組み合わせ、
ユニットとしてまとめました。
一定期間に集中的に学ぶことで、
より深く、多面的・多角的に

考えられるよう
工夫しています。

人との関係について
視野を広げて考える

２年生

▲ 2年 p.40「7 リスペクト　アザース」

いじめを身近な問題
として捉える

１年生

◀ 1年 p.78「14 私らしさって？」

互いに人間として
尊重し合う生き方
について考える

３年生

▲ 3年 p.34「6 卒業文集最後の二行」

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
中
学
校
３
年
間
の
う
ち
１
年
生
が
そ
の
半
分
以
上
を
占

め
る
こ
と
、
長
期
休
み
明
け
に
い
じ
め
行
為
が
強
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い
じ
め
と
向
き
合
う
」
は
１
年
生

に
３
か
所
、
２・３
年
生
に
も
２
か
所
と
、
年
間
複
数
配
置
を
徹
底
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
期
休
み
明
け
の
時
期
を
ね
ら
っ
て
配
置
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

▲ 1年 p.2「もくじ」

い
じ
め
の
起
き
や
す
い
時
期
に
、

自
分
事
と
し
て

教
材
・
コ
ラ
ム
の
系
統
性
、発
展
性

7 6



さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー････････････････････････････････････････

90

違ち
が

い
を
乗
り
越こ

え
て･･････････････････････････････････････････････････････････

94

バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん･･････････････････････････････････････････････････････････････

98

三
人
の
乗
客･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

100

ユ
ニ
ッ
ト 

よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る･･････････････････････････････････････

104

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て
い
る･･･････････････････

宇う
梶かじ
静しず
江え･

106

地
球
の
未
来
の
た
め
に
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―････････････････････････････････････････

110

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？･

････････････････････････････････････････････････

112

ふ
れ
あ
い
直
売
所･･････････････････････････････････････････････････････････････

116

あ
ふ
れ
る
愛･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

120

ｉア
イ

Ｐピ
ー

Ｓエ
ス

細さ
い

胞ぼ
う

で
難
病
を
治
し
た
い･･･････････････････････

山や
ま

中な
か

伸し
ん

弥や･

124

そ
の
声
は･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

128

ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
―････････････････････････････････

130

旗･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

134

裏
庭
で
の
出
来
事･

････････････････････････････････････････････････････････

140

お
じ
い
さ
ん
の
１
０
０
ド
ル･･･････････････････････････････････････････････

146

オ
ー
ロ
ラ
―
光
の
カ
ー
テ
ン
―･････････････････････････････････････････････････

150

オ
ア
シ
ス
の
老
人･

････････････････････････････････････････････････････････

154

私
は
清せ

い

掃そ
う

の
プ
ロ
に
な
る･･････････････････････････････････

新に
い

津つ

春は
る

子こ･

158

「
肝ち

む
ぐ
く
る心
」
の
バ
ス
ガ
イ
ド････････････････････････････････････

崎さき
原はら
真ま
弓ゆみ･

162

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン･･･････････････････････････････････････････････････

166

受
け
継つ

ぐ･

か
た
ち
・
思
い
・
地
域
の
よ
さ･････････････････････････････････

170

内
容
項こ

う

目も
く

別
教
材
一
覧････････････････････････････････････････････････････

巻
末

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

　こ
の
本
に
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
た
め
の
教
材
を
35
点
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
、

そ
し
て
お
互た

が

い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
願
っ
て
、

教
材
を
選
ん
で
い
ま
す
。

教
材

いじめと
向き合う❷

いじめと
向き合う❸

いじめと
向き合う❶

　多
様
な
視
点
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
一
部
を
基も

と

に
複
数
の
教
材
と
コ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い

じ
め
と
向
き
合
う
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト

　二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
学

び
に
役
立
つ
動
画
や
音
声
な
ど
で
す
。
コ
ン

テ
ン
ツ
は
全
て
の
教
材
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

　道
徳
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
す
る
と
き
の
流
れ
と
、

学
び
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
び
を
深
め
よ
う

●●1234567891011121314151617181920212223242526272829303132333435●

で
あ
う･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

巻
頭

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！････････････････････････････････････････

4

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い･･････････････････････････

高た
か

橋は
し

陽よ
う

一い
ち･

8

人
の
フ
リ
み
て･･････････････････････････････････････････････････････････････････

12

〝
村
人
Ｂ
〟
に
は
…
…･････････････････････････････････････････････････････････

16

「
愛
情
貯
金
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か･

･･･････････････････････････････

22

ユ
ニ
ッ
ト 

い
じ
め
と
向
き
合
う･･････････････････････････････････････････････

28

さ
か
な
の
な
み
だ･･････････････････････････････････････････････････････････････

30

い
じ
め
っ
て
何
？･････････････････････････････････････････････････････････････

34

言
葉
の
向
こ
う
に･･････････････････････････････････････････････････････････････

36

怒い
か

り
の
感
情
と
上
手
に
付
き
合
お
う････････････････････････････････････････

40

葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
道･･･････････････････････････････････

リ
ト･

42

ば
あ
ば･ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

48

木
の
声
を
聞
く･･･････････････････････････････････････････････

塚つか
本もと
こ
な
み･

52

疾し
っ

走そ
う

、
自
転
車
ラ
イ
ダ
ー･･･････････････････････････････････････････････････

56

毎
日
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に･･････････････････････････････････････････････

60

門か
ど

掃は

き･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

62

使
っ
て
も
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

？･･････････････････････････････････････････････････････････

66

情
報
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン････････････････････････････････････････

70

ソ
ウ
タ
と
ミ
オ･･････････････････････････････････････････････････････････････････

72

お
互た

が

い
を
認
め
合
う
た
め
に･････････････････････････････････････････････････

76

私
ら
し
さ
っ
て
？･･････････････････････････････････････････････････････････････

78

震し
ん

災さ
い

を
乗
り
越こ

え
て
―
復
活
し
た
郷
土
芸
能
―････････････････････････････

82

ど
う
し
て
？･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

86

　教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
か
ら
、
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ

ム
で
す
。

あ
す
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ああすすへへのの
メメッッセセーージジ

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

　道
徳
科
と
他
教
科
・
活
動
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

生
き
方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
コ

ラ
ム
で
す
。

視
野
を
広
げ
て

1年1年　もくじ

　み
ん
な
で
考
え
合
い
た
い
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
な
生
活

環か
ん

境き
ょ
う

と
未
来

情
報
社
会

い
じ
め

自
立
と
共
生

　これらのテーマは多様性の尊重とSDGs

に関わっています（巻末「内容項
こう
目
もく
別教材一

覧」を参照）。

3 2

ユ
ニ
ッ
ト「
い
じ
め
と
向
き
合
う
」は
、い
じ
め
の
事
例
を
直
接
的
に
扱
っ
た
教
材
と

違
う
視
点
か
ら
間
接
的
に
考
え
る
教
材
の
両
方
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム
は
、知
識
を
深
め
る
も
の
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
も
の
の
二
段
構
え
で
す
。

︻
例
︼１
年﹁
い
じ
め
と
向
き
合
う
①
﹂の
ユ
ニ
ッ
ト
構
成

怒
い か

りの感情がたまると、どうなる？

　何か嫌
いや

なことが起きたとき、自分の中にどんな感情が生まれるでしょうか。怒
いか

りの感情に気づ
くのではないでしょうか。
　しかし、自分の感情をじっくり見つめてみると、怒

いか

りの奥
おく

にはほかの感情があることに気づく
場合があります。怒

いか

りの感情は、さまざまな感情とつながっているのです。

自分の感情を見つめてみる

怒
い か

りの温度計と怒
い か

りの感情の静め方

・体の具合が悪くなる。
・人や物にあたる。
・人間関係が悪くなる。

怒
いか

りがたまると……

・何に怒
おこ

っているのかが分かる。
・�自分の感情や行動への�
対処法が分かる。
・よりよい人間関係を築ける。

怒
いか

りと上手に付き合えると……

置いていかれて
不安で悲し
かったんだ。

自分の感情を
見つめてみる

怒
いか

り
（いらいら）

悲しい

つらい

困
こん

惑
わく 焦

あせ

り
悔
くや

しい

怖
こわ

い

寂
さび

しい 不安

気づきやすい
感情

気づきにくい
感情

友達が先に
帰っちゃった！
いらいら。

ほかの教科などとの関連 特活

　このように、怒
い か

りの感情と上手に付き合う方法をアンガーマネジメントとい
います。怒

い か

りの感情を無理に抑
お さ

え込
こ

んだり我
が

慢
ま ん

したりするのではなく、自分に
合う方法で静めて、自分の気持ちや考えを冷静に伝え、人間関係をスムーズに
していきましょう。

まとめ

　ふだんの生活で怒
い か

りに任せて行動し、失敗してしまったことはありませんか？
　私たちには喜びや悲しみなどさまざまな感情があり、怒

い か

りも人間の自然な感情の
一つです。怒

い か

りの感情と上手に付き合えると、もっと生活しやすくなります。

怒
いか

りの感情と上手に付き合おう

・�タイムアウト（相手
に理由を言ってその
場を離

はな

れる）をする。
・耳

みみ

栓
せん

をする。
・目をつぶる。

刺
し

激
げき

を取り除く

・深呼吸する。
・�怒

いか

りの温度計でいま
は何度か考える。
・�セルフトーク（気持
ちを落ち着かせる言
葉を自分に掛

か

ける）
をする。

心を落ち着かせる

・体を動かす。
・�好きな映画を見たり、
好きな音楽を聞いた
りする。
・�友達や家族、先生、
カウンセラーなどと
話す、相談する。

気分転
てん

換
かん

をする

・冷たい水を飲む。
・顔を洗う。
・�肩

かた

を耳に近づけるよ
うに上げ、5秒数え
てから肩

かた

をストンと
下ろす。

体を落ち着かせる

　怒
いか

りのレベルが上がる前に、次のような怒
いか

りの感情の静め方を参考にして、自分に合った対処
法を試

ため

してみましょう。

視野を広げて

中レベル：（例）頭に来る、腹が立つ
　怒

いか

りの感情をためないためには、「いま、
自分は怒

おこ

っている。」と気づくことが大切
です。「怒

いか

りの温度計」を参考に、自分の
怒
いか

りのレベルをチェックしてみましょう。

高レベル：（例）怒
いか

りが爆
ばく

発
はつ

する寸前100

50

10 低レベル：（例）いらいら、むかつく

怒
いか

りの温度計

怒
いか

りの感情の静め方

海に浮
う

かぶ氷山に例えると……

いじめ

参考：『アンガーマネジメントStart�Up（基
き

礎
そ

編）』アンガーマネジメントジャパンによる

絵・なつ容
よう

子
こ

41 40

大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

落ち着け

　何が「いじめ」なのか、皆
み な

さんは考えたことがありますか？
　たとえ、冗

じょう

談
だ ん

やいじり、遊び、ふざけ合いのつもりでも、された人が心や体に苦
しみや痛みを感じていれば、それらは全て「いじめ」です。

　いじめは、いじめられている【被
ひ

害
がい

者】といじめている【加害者】との関係だけで起こるので
はありません。いじめは、周りでおもしろがって見ている【観衆】によってさらにひどくなるこ
とがあり、見て見ないふりをする【傍

ぼう

観
かん

者】は、暗にいじめを認めていることになります。
　また、【被

ひ

害
がい

者】と【加害者】などの立場は、急に入れ替
か

わることがあります。

　いじめをなくすために大切なのは【傍
ぼう

観
かん

者】です。【傍
ぼう

観
かん

者】がいじめに対して否定的な反応
をしたり、【被

ひ

害
がい

者】を助けたりする【仲
ちゅう

裁
さい

者】になると、いじめを止めることができ、再びい
じめが起こりにくくなります。

いじめが悪化する状
じょう

況
きょう

いじめがなくなる状
じょう

況
きょう

　いじめは、人の心や体を傷つける人権問題で、人間として決して許されない
行
こ う

為
い

です。どんな理由があったとしても、誰
だ れ

かをいじめてよいことにはなりま
せん。しかし、いじめはいけないと分かっていても、起こることがあります。
なぜいじめが起こり、止められないことがあるのかを考え、どうすればいじめ
のない集団にできるのか、自分たちの問題として考えてみましょう。参考：�作・森

もり

田
た

洋
よう

司
じ

「『いじめ』の現状とその克
こく

服
ふく

のために」『児童心理』1986年10月号　金子書
しょ

房
ぼう

、『子供の心が開くとき�子供と心が

通うとき（改
かい

訂
てい

版）』東
とう

京
きょう

都教育相談センター、『人権教育プログラム（学校教育編）』東
とう

京
きょう

都教育委員会による

ほかの教科などとの関連 特活

一人で悩
な や

まないで

　もし、いじめられたら。いじめられている人を見
み

掛
か

けたら。できるだけ早く、
家族や先生などに相談しましょう。誰

だれ

にも知られずに、電話、メール、チャット
などで相談できる窓口もあります。いじめられることは、決して恥

は

ずかしいこと
ではありません。一

いっ

緒
しょ

に解決しましょう。

まとめ

　�また、直接いじめを止められなくても、【被
ひ

害
がい

者】を助ける方法はあります。 
・いじめを家族や学校の先生などに知らせる。�
・【被

ひ

害
がい

者】に声を掛
か

ける、話を聞く。�
・いじめが起きそうなときに、話を変えたり、気をそらしたりして雰

ふん

囲
い

気
き

を変える。

観衆加害者
傍
ぼ う

観
か ん

者

仲
ちゅう

裁
さ い

者
いじめの
被

ひ

害
が い

者

傍
ぼう

観
かん

者観衆加害者いじめの
被
ひ

害
がい

者

・つらい、助けて。
・仕返しが怖

こわ

い。
・�自分のプライドを�
守りたい。
・�仲間外れにされた
くないので我

が

慢
まん

。

被
ひ

害
がい

者の思い

・遊んでいるだけ。
・�むかつく。
・�相手が悪い。
・お金や物が欲

ほ

しい。
・�自分はいじめられ�
たくない。

加害者の思い

・�いじめられる理由
がある。
・�嫌

いや

ならやり返せば�
いい。
・�自分はいじめられ�
たくない。

観衆の思い

・自分には関係ない。
・止める勇気がない。
・�いじめを見るのも�
つらい。
・�自分はいじめられ�
たくない。

傍
ぼう

観
かん

者の思い

いじめって何？

絵・なつ容
よう

子
こ

視野を広げて いじめ

※「子供のSOSの相談窓口」には、35ページの二次元コードからアクセスできます。

35 34

▲ 1年 p.34「  いじめって何？」

いじめの構造や人権など
背景にある知識を深める。

③知識を
深めるコラム

▲ 1年 p.40「  怒りの感情と上手に付き合おう」

アンガーマネジメントや
アサーションなど、

自分の感情との向き合い方、人との
コミュニケーションのとり方を知る。

⑤スキルを
身につけるコラム

いじめの事例以外からも
人間関係について考えを深め、
いじめを許さない心を育てる。

④間接的な教材

日文が
大切にした

こと

1

特
色 

1

特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

▲ 1年 p.36「6 言葉の向こうに」

スキルのコラムの
二次元コードからは
専用のワークシート
にアクセスできます。

知識のコラムの
二次元コードからは

「子供のSOSの相談窓口」
にアクセスできます。

▲ 1年 p.28「ユニット いじめと向き合う」

▲ 1年 p.30「5 さかなのなみだ」

日常の中で起こりがちな
いじめの事例を通して考える。

②直接的な教材

ユ
ニ
ッ
ト
「
い
じ
め
と
向
き
合
う
」
で
は
、
次
の
教
材
・
コ
ラ
ム
で
学
び
を
重
ね
、

い
じ
め
に
つ
い
て
多
様
な
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
は
、
い
じ
め
と
聞
い
て
、

ど
ん
な
こ
と
を
思
い
浮う

か
べ
ま
す
か
。

い
じ
め
は
、
人
間
と
し
て
許
さ
れ
な
い
行こ

う

為い

で
す
。

し
か
し
、
ど
の
学
校
、
ど
の
学
級
、
誰だ

れ

に
で
も

起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
は
な
ぜ
起
き
る
の
で
し
ょ
う
。

ど
う
し
た
ら
、
い
じ
め
が
な
く
な
り
、

み
ん
な
が
生
活
し
や
す
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。

い
じ
め
が
起
き
る
背
景
や
、

自
分
や
相
手
の
心
の
動
き
に
つ
い
て
も
学
び
な
が
ら
、

み
ん
な
で
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
じ
め
と
向
き
合
う

さ
か
な
の
な
み
だ････････････････････････････････････････････････

30
ペ
ー
ジ

 

い
じ
め
っ
て
何
？･･････････････････････････････････････････････････

34
ペ
ー
ジ

言
葉
の
向
こ
う
に････････････････････････････････････････････････

36
ペ
ー
ジ

 

怒い
か

り
の
感
情
と
上
手
に
付
き
合
お
う････････････････････････････

40
ペ
ー
ジ

56
い
じ
め
と
向
き
合
う 

❶

ソ
ウ
タ
と
ミ
オ････････････････････････････････････････････････････

72
ペ
ー
ジ

 

お
互た

が

い
を
認
め
合
う
た
め
に･････････････････････････････････････

76
ペ
ー
ジ

私
ら
し
さ
っ
て
？････････････････････････････････････････････････

78
ペ
ー
ジ

1314
い
じ
め
と
向
き
合
う 

❷

旗･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

134
ペ
ー
ジ

裏
庭
で
の
出
来
事 

･････････････････････････････････････････

140
ペ
ー
ジ

2829
い
じ
め
と
向
き
合
う 

❸

ユ
ニ
ッ
ト

29 28

いじめについての導入文から
考えるきっかけを得て、

１年間の学びの見通しをもつ。

①扉ページ

9 8



特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

多
様
性
を
尊
重
し
合
う
社
会
の
た
め
に
大
切
に
し
た
い
内
容
項
目
と
し
て
、

﹁
向
上
心
、個
性
の
伸
長
﹂﹁
相
互
理
解
、寛
容
﹂を
新
た
に
重
点
化
し
ま
し
た
。

新
教
材
も
多
数
開
発
し
な
が
ら
、
配
置
教
材
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

自己肯定感

自己有用感

自分らしさ

その人らしさ

僕
ぼく

（リト）▲リトさんの作品「葉っぱのアクアリウム」

葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
道

7 自
分
ら
し
さ

43 42

▲ 1年 p.42「7 葉っぱ切り絵で見えた道」

自分の特性を知ったことをきっかけに、「できないこと」で
はなく「できること」に目を向け、葉っぱ切り絵アーティス
トという道を見つけたリトさんのお話です。

「
自
分
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
自
分
ら
し
く
生
き
る
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。」

「
自
分
の
こ
と
を
、
み
ん
な
は
ど
う
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。」

　
皆み

な

さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩な

や

ん
だ
り
、
自
信
を
失
っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
私
は
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
、
自
分
の
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
深
く
悩な

や

ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
体
も
戸こ

籍せ
き

も
性
別
は
男
性
で
す
。
で
も
心
は
男
性
で
も
あ
り
、
女
性
で
も
あ
る
。
い
ま
は
、「
ど

ち
ら
で
も
あ
る
し
、ど
ち
ら
で
も
な
い
。
私
は
私
な
ん
だ
。」
っ
て
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

す
ぐ
に
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
記き

憶お
く

に
残
っ
て
い
る
の
は
、三
歳さ

い

の
と
き
に
出
席
し
た
親し

ん

戚せ
き

の
結け

っ

婚こ
ん

式
で
す
。
は
じ
め
て
見
た
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
ド
レ
ス
に
感
激
し
、
憧あ

こ
が

れ
を
抱い

だ

い
た
こ
と
を
い
ま
も
覚
え
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
よ
り
も
人
形
遊
び

が
好
き
で
、仲
の
い
い
友
達
は
女
の
子
。
髪か

み

の
毛
も
長
く
伸の

ば
し
、「
か
っ
こ
い
い
」
よ
り
「
か
わ
い
い
」

に
心
が
と
き
め
く
、
そ
ん
な
子
ど
も
で
し
た
。

　
で
も
、
小
学
五
年
生
に
な
る
と
、「
男
か
女
か
」
で
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
育
の
着き

替が

え
も
男
女
別
の
部
屋
に
な
り
、
男
子
ば
か
り
の
集
団
に
放
り
込こ

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
ほ
か
の
小
学
校
と
交
流
し
た
と
き
の
こ
と
。
こ
ん
な
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

「
あ
の
子
、
男
子
の
列
に
並
ん
で
い
る
け
ど
男
の
子
？
　
髪か

み

も
長
い
し
、
変
な
の
。」

　
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
私
は
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
悩な

や

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
―
―
自
分
っ
て
、
ほ
か
の
人
と
違ち

が

う
の
か
な
。

　
―
―
み
ん
な
と
違ち

が

っ
て
い
た
ら
駄だ

目め

な
ん
だ
。

　
数
日
後
、
私
は
長
か
っ
た
髪か

み

を
切
っ
て
ほ
か
の
男
子
と
同
じ
長
さ
に
し
ま
し
た
。
仲
の
よ
か
っ
た
女
友

達
と
距き

ょ

離り

を
置
き
、
男
子
の
集
団
に
く
っ
つ
い
て
、
自
分
ら
し
さ
を
押お

し
殺
し
、
好
き
で
も
な
い
話
題
に

乾か
わ

い
た
笑
い
を
浮う

か
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
表
面
的
に
は
、
う
ま
く
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
心
の
中
は
い
つ
も
独

り
ぼ
っ
ち
で
、
色
を
失
っ
た
モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界
で
生
き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
中
学
生
に
な
っ
て
も
、
私
は
ク
ラ
ス
の
隅す

み

っ
こ
に
い
ま
し
た
。
誰だ

れ

に
も
分
か
っ
て
も
ら
え
ず
、
周
り
か

ら
の
目
ば
か
り
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
自
分
が
い
ち
ば
ん
自
分
自
身
を
否
定
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
本
当
に
苦
し
く
て
、
つ
ら
く
て
…
…
。
生
き
る
希
望
す
ら
失
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
が
大
き
く
変
わ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
二
年
生
の
あ
る
日
、学
校
か
ら
帰
っ
た
私
は
、母
か
ら
「
話
が
あ
る
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
母
は
、

私
が
何
に
悩な

や

ん
で
い
る
の
か
知
ろ
う
と
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
正
直
、と
て
も
怖こ

わ

か
っ
た
の
で
す
が
、ほ
っ

と
し
た
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
母
は
私
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
信し

ん

頼ら
い

で
き
る
人
。
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ

ま
な
感
情
が
混
じ
り
合
っ
て
、
私
は
た
だ
泣
く
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

5101520 510

カ
ラ
フ
ル
な
世
界
で

16 自
分
ら
し
く
生
き
る

91 90

私（井
い

手
で

上
がみ

 漠
ばく

）

▲ 3年 p.90「16 カラフルな世界で」

性の在り方に悩み、自分自身を否定し続けたつらい経験を乗
り越えて、「自分らしく生きる」とはどういうことか気づい
た井手上漠さんのお話です。

向上心、個性の伸長

リトさん

井手上漠さん

相互理解、寛容

　
東と

う

京き
ょ
う

都
中ち

ゅ
う

央お
う

区
日に

本ほ
ん

橋ば
し

に
あ
る
カ
フ
ェ
。「
Ｏオ

リ

ヒ

メ

ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
」
と

い
う
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
お
客
さ
ん
と
談だ

ん

笑し
ょ
う

し
、
注
文
を
取
り
、
飲
み
物

を
運
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
、
私
た
ち
が
オ
ー
プ
ン
し
た
世
界
初
の
分
身

ロ
ボ
ッ
ト
カ
フ
ェ
だ
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で
自
動

的
に
動
く
の
で
は
な
い
。
主
に
難
病
や
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
外
出
の

難
し
い
人
た
ち
が
、
自
宅
や
病
院
に
い
な
が
ら
指
や
口
、
視
線
で
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
し
、
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
て
い
る
の
だ
。

「
た
と
え
体
が
動
か
な
く
て
も
、
誰だ

れ

か
と
出
会
え
て
誰だ

れ

か
の
た
め
に
働

け
る
未
来
を
創
ろ
う
。」

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、寝ね

た
き
り
の
親
友
と
の
雑
談
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
な
ぜ
私
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
原
点
は
小
学
五

年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
三
年
半
に
わ
た
る
不
登
校
体
験
に
あ
る
。

体
調
不
良
を
き
っ
か
け
に
精
神
的
に
も
学
校
へ
通
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
私
は
、
部
屋
の
天て

ん

井じ
ょ
う

を
見
つ
め
る
だ
け
の
毎
日
を
過
ご
し
た
。

誰だ
れ

と
も
つ
な
が
れ
ず
、
世
界
の
ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
い
孤こ

独ど
く

感
を
味

わ
い
続
け
た
。

　
そ
の
間
、十
二
歳さ

い

の
と
き
に
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
、そ
れ 

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
私
は
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
十
七
歳さ

い

の
と
き
、
こ
の
不
登
校
体
験
を
基も

と

に
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
全
て
を
「
孤こ

独ど
く

の
解
消
」
に
さ
さ
げ
よ
う
と
誓ち

か

っ
た
。

　
大
学
に
進
学
し
た
私
は
、
不
登
校
時
代
の
自
分
が
欲ほ

し
か
っ
た
も
の

を
作
り
始
め
た
。
自
分
の
「
分
身
」
の
よ
う
な
存
在
が
あ
れ
ば
、
外
出

で
き
な
く
て
も
そ
の
場
に
行
っ
た
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
え
る
は
ず
だ
。

「
遠
く
離は

な

れ
た
会
い
た
い
人
に
会
え
る
よ
う
に
。」
と
い
う
七
夕
伝
説

に
ち
な
ん
で
、
約
一
年
か
け
て
開
発
し
た
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
に
、

「
Ｏオ

リ

ヒ

メ

ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
」

と
名
付
け
た
。

510 510

▲分身ロボットを通して、操作している人と会話ができる ▲分身ロボットカフェの入り口

▲ �吉
よし

藤
ふじ

さんが開発した分身ロボット「O
オ リ ヒ メ

riHime」。�
高さ23cmで、頭や腕

うで

を動かしながら会話できる

1520

　
し
か
し
、
私
自
身
に

は
す
で
に
分
身
ロ
ボ
ッ

ト
が
必
要
な
か
っ
た
た

め
、
入
院
な
ど
で
外
出

が
難
し
い
人
に
使
っ
て

も
ら
い
、
反
応
を
見
る

こ
と
に
し
た
。

親
友
と
語
り
合
っ
た

「
孤こ

独ど

く

の
解
消
」

10 共
に
考
え
る

61 60

私
（吉

よし

藤
ふじ

オリィ）

番
ばん

田
だ

雄
ゆう

太
た

▲ 3年 p.60「10 親友と語り合った『孤独の解消』」

自身の不登校体験から、人間の「孤独の解消」を目指す吉藤
オリィさんが、寝たきりの親友と語り合ったことで新たな気
づきを得て、分身ロボットカフェを実現させたお話です。

「他人の靴を履いてみる」という言葉から、ほかの人の立場を理解しようと努めるこ
との難しさと大切さについて考えられる漫画教材です。

吉藤オリィさん

特
色 

2

多
様
性
に
富
む
よ
り
よ
い
社
会
へ 

日文が
大切にした

こと

1

新教材

新教材新教材

他
人
の
靴く

つ

を
履は

い
て
み
る

13 ほ
か
の
人
の
立
場

65 64

ダン

メイ

スバル

は
あ
…
…
。

ど
う
し
た
の
？

た
め
息
つ
い
て
。

違ち
が

う
よ
。

ダ
ン
み
た
い
に

命
令
す
る
よ
う
に
言
っ
た
ら
、

一
年
生
は
怖こ

わ

が
る
だ
け
だ
よ
。

ダ
ン
の
言
い
方
は

き
つ
い
ん
だ
よ
！

な
ん
で

ス
バ
ル
は
は
っ
き
り

言
わ
な
い
ん
だ
よ
！

二
人
と
も

ど
う
し

た
ん
だ
？

ス
バ
ル
が
一
年
生
た
ち
に

ち
ゃ
ん
と
指
導
し
な
い
ん
だ
。

だ
か
ら
あ
ん
な
に
だ
ら
け
て

練
習
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

ス
バ
ル
は
気
を
使
い
過
ぎ
だ
よ
。

言
う
べ
き
と
き
は
言
わ
な
き
ゃ
。

緩ゆ
る

ん
だ
気
持
ち
で

練
習
し
て
、

一
年
生
が

け
が
し
た
ら

ど
う
す
る
ん
だ
よ
。

ダ
ン
は

言
わ
れ
る
側
の

気
持
ち
を

考
え
な
よ
。

そ
れ
で
や
る
気
が
な
く
な
っ
て

一
年
生
が
練
習
に
来
な
く
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
ん
だ
よ
。

ま
あ
ま
あ

二
人
と
も
。

一
年
生
の
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い
る
の
は

お
互た

が

い
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
。

な
ぜ
け
ん
か
し
て
る
ん
だ
？

ス
バ
ル
と

ダ
ン
ら
し
い

話
だ
け
ど
。

な
る
ほ
ど
ね
え
。

で
も

理
解
で
き
な
い
！

こ
っ
ち

だ
っ
て
！

あ
っ

そ
う
だ
。

…
…
っ
て
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
ん
だ
。

今
日
、

部
活
で
ダ
ン
と

け
ん
か
し
て
さ
…
…
。

！ ！

▲ 2年 p.64「13 他人の靴を履いてみる」

新教材

11 10



さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
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ァ
ミ
リ
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90

違ち
が

い
を
乗
り
越こ

え
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三
人
の
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100

ユ
ニ
ッ
ト 

よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る･･････････････････････････････････････

104

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て
い
る･･･････････････････

宇う

梶か
じ

静し
ず

江え･

106

地
球
の
未
来
の
た
め
に
―
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110

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
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112

ふ
れ
あ
い
直
売
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116

あ
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れ
る
愛･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

120

ｉア
イ

Ｐピ
ー

Ｓエ
ス

細さ
い

胞ぼ
う

で
難
病
を
治
し
た
い･･･････････････････････

山やま
中なか
伸しん
弥や･

124

そ
の
声
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128

ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
―････････････････････････････････

130
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134
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140
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１
０
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の
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154

私
は
清せ

い

掃そ
う

の
プ
ロ
に
な
る･･････････････････････････････････

新に
い

津つ

春は
る

子こ･

158

「
肝ち

む
ぐ
く
る心
」
の
バ
ス
ガ
イ
ド････････････････････････････････････

崎さ
き

原は
ら

真ま

弓ゆ
み･

162

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン･･･････････････････････････････････････････････････

166

受
け
継つ

ぐ･

か
た
ち
・
思
い
・
地
域
の
よ
さ･････････････････････････････････

170

内
容
項こ

う

目も
く

別
教
材
一
覧････････････････････････････････････････････････････

巻
末

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

　こ
の
本
に
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
た
め
の
教
材
を
35
点
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
、

そ
し
て
お
互た

が

い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
願
っ
て
、

教
材
を
選
ん
で
い
ま
す
。

教
材

いじめと
向き合う❷

いじめと
向き合う❸

いじめと
向き合う❶

　多
様
な
視
点
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
一
部
を
基も

と

に
複
数
の
教
材
と
コ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い

じ
め
と
向
き
合
う
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト

　二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
学

び
に
役
立
つ
動
画
や
音
声
な
ど
で
す
。
コ
ン

テ
ン
ツ
は
全
て
の
教
材
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

　道
徳
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
す
る
と
き
の
流
れ
と
、

学
び
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
び
を
深
め
よ
う
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巻
頭

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！････････････････････････････････････････

4

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い･･････････････････････････

高た
か

橋は
し

陽よ
う

一い
ち･

8

人
の
フ
リ
み
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〝
村
人
Ｂ
〟
に
は
…
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「
愛
情
貯
金
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か･

･･･････････････････････････････
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ユ
ニ
ッ
ト 
い
じ
め
と
向
き
合
う･･････････････････････････････････････････････
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さ
か
な
の
な
み
だ･･････････････････････････････････････････････････････････････
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い
じ
め
っ
て
何
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言
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の
向
こ
う
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怒い
か

り
の
感
情
と
上
手
に
付
き
合
お
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葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
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リ
ト･
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あ
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の
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を
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塚つ
か
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と

こ
な
み･
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疾し
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車
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使
っ
て
も
大だ

い
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ょ
う

夫ぶ
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66

情
報
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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ウ
タ
と
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お
互た

が

い
を
認
め
合
う
た
め
に･････････････････････････････････････････････････

76

私
ら
し
さ
っ
て
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78

震し
ん

災さ
い

を
乗
り
越こ

え
て
―
復
活
し
た
郷
土
芸
能
―････････････････････････････

82

ど
う
し
て
？･
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86

　教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
か
ら
、
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ

ム
で
す
。

あ
す
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ああすすへへのの
メメッッセセーージジ

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

　道
徳
科
と
他
教
科
・
活
動
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

生
き
方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
コ

ラ
ム
で
す
。

視
野
を
広
げ
て

1年1年　もくじ

　み
ん
な
で
考
え
合
い
た
い
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
な
生
活

環か
ん

境き
ょ
う

と
未
来

情
報
社
会

い
じ
め

自
立
と
共
生

　これらのテーマは多様性の尊重とSDGs

に関わっています（巻末「内容項
こう
目
もく
別教材一

覧」を参照）。
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さ
よ
な
ら
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
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違ち
が

い
を
乗
り
越こ

え
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バ
ス
と
赤
ち
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ユ
ニ
ッ
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よ
り
よ
い
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を
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ゆ
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も
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に
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宿
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て
い
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宇う

梶か
じ

静し
ず

江え･
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地
球
の
未
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の
た
め
に
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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た
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ｉア
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Ｐピ
ー

Ｓエ
ス
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い
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う

で
難
病
を
治
し
た
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山やま
中なか
伸しん
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ゆ
う
へ
―
生
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て
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て
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れ
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が
と
う
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は
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に
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る･･････････････････････････････････

新に
い

津つ

春は
る

子こ･
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「
肝ち

む
ぐ
く
る心
」
の
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ス
ガ
イ
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崎さ
き
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ら
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み･
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い
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り
の
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内
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巻
末
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本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

　こ
の
本
に
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
た
め
の
教
材
を
35
点
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
、

そ
し
て
お
互た

が

い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
願
っ
て
、

教
材
を
選
ん
で
い
ま
す
。

教
材

いじめと
向き合う❷

いじめと
向き合う❸

いじめと
向き合う❶

　多
様
な
視
点
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
一
部
を
基も

と

に
複
数
の
教
材
と
コ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い

じ
め
と
向
き
合
う
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト

　二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
学

び
に
役
立
つ
動
画
や
音
声
な
ど
で
す
。
コ
ン

テ
ン
ツ
は
全
て
の
教
材
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

　道
徳
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
す
る
と
き
の
流
れ
と
、

学
び
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
び
を
深
め
よ
う
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乗
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復
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　教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
か
ら
、
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ

ム
で
す
。

あ
す
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ああすすへへのの
メメッッセセーージジ

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

　道
徳
科
と
他
教
科
・
活
動
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

生
き
方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
コ

ラ
ム
で
す
。

視
野
を
広
げ
て

1年1年　もくじ

　み
ん
な
で
考
え
合
い
た
い
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
な
生
活

環か
ん

境き
ょ
う

と
未
来

情
報
社
会

い
じ
め

自
立
と
共
生

　これらのテーマは多様性の尊重とSDGs

に関わっています（巻末「内容項
こう
目
もく
別教材一

覧」を参照）。

3 2

よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
わ
る
教
材
・
コ
ラ
ム
も
多
数
開
発
。

ま
た
、﹁
自
立
と
共
生
﹂﹁
環
境
と
未
来
﹂と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て

関
連
す
る
教
材
・
コ
ラ
ム
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、

集
中
的
か
つ
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

生物多様性

子どもの権利条約

▲ 3年 p.158「  人権課題への取り組み」▲ 3年 p.118「21 海のごみは『まちなか』で生まれる」
▲ 3年 p.126　

「23 ちょっと寄り道を―研究者・眞鍋淑郎―」

▲ 1年 p.106　
「21 あらゆるものに神は宿っている」 宇梶静江さん

自然との共生

海のごみ問題気候変動

日文が
大切にした

こと

1

特
色 

2

▲ 1年 p.2「もくじ」

新教材

新教材新教材

特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

生
徒
が
担
っ
て
い
く
よ
り
よ
い
社
会
に
関
わ
っ
て
、
ユ
ニ
ッ
ト

「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
各
学
年
に
年
間
複
数
配
置
し

ま
し
た
。

ユニット
「よりよい社会を考える」
テーマ別の配置数

３
年

２
年

１
年

２
か
所

２
か
所

１
か
所

自
立
と
共
生

・
社
会
参
画
、
キ
ャ
リ
ア
教
育　

・
人
権
教
育
、
共
生
社
会

・
多
様
性
の
尊
重　
　

・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

な
ど
に
関
わ
る
教
材
・
コ
ラ
ム

１
か
所

１
か
所

１
か
所

環
境
と
未
来

・
自
然
愛
護

・
環
境
保
全
、
ご
み
問
題

・
S
D
G
s

・
生
物
多
様
性

な
ど
に
関
わ
る
教
材
・
コ
ラ
ム

ユ
ニ
ッ
ト
「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」

太陽光

一部は宇宙に放射

一部は
大気と地表を
温める

赤外線
暖かい空気と
水蒸気

冷たい
空気

大気

眞鍋淑郎さん

▲ 3年 p.130「  気候変動と生物多様性」

地球の気温や気象の
長期的な変化

気候変動
生態系・種・

遺伝子の多様性

生物多様性気温上
じょう

昇
しょう

によって
環
かん

境
きょう

が変化することで
生物が減少・絶

ぜつ

滅
めつ

生態系が変化し、植物が減って
二酸化炭素の吸収が減るなどで

さらなる気温の上
じょう

昇
しょう

❸ 守られる権利

 暴力や搾
さく

取
しゅ

、有害な労働などから守られること。

❷ 育つ権利

　勉強したり友達と遊んだりして、もって生まれた
能力を十分に伸

の

ばして成長できること。

❹ 参加する権利

　自由に意見を表したり、団体を作ったりできること。

❶ 生きる権利

　住む場所や食べ物があり、医
い

療
りょう

を受けられるなど、
命が守られること。

環境と未来自立と共生

さ
よ
な
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ホ
ス
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ぐ
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ド････････････････････････････････････

崎さき
原はら
真ま
弓ゆみ･

162

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン･･･････････････････････････････････････････････････

166

受
け
継つ

ぐ･

か
た
ち
・
思
い
・
地
域
の
よ
さ･････････････････････････････････

170

内
容
項こ

う

目も
く

別
教
材
一
覧････････････････････････････････････････････････････

巻
末

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

こ
の
本
で
学
ぶ
あ
な
た
へ

　こ
の
本
に
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
合
う
た
め
の
教
材
を
35
点
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
、

そ
し
て
お
互た

が

い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
願
っ
て
、

教
材
を
選
ん
で
い
ま
す
。

教
材

いじめと
向き合う❷

いじめと
向き合う❸

いじめと
向き合う❶

　多
様
な
視
点
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
一
部
を
基も

と

に
複
数
の
教
材
と
コ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ッ
ト
「
い

じ
め
と
向
き
合
う
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
る
」
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト

　二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
学

び
に
役
立
つ
動
画
や
音
声
な
ど
で
す
。
コ
ン

テ
ン
ツ
は
全
て
の
教
材
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

　道
徳
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
す
る
と
き
の
流
れ
と
、

学
び
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

学
び
を
深
め
よ
う

●●1234567891011121314151617181920212223242526272829303132333435●

で
あ
う･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

巻
頭

道
徳
科
で
の
学
び
を
始
め
よ
う
！････････････････････････････････････････

4

サ
ッ
カ
ー
の
漫ま

ん

画が

を
描か

き
た
い･･････････････････････････

高たか
橋はし
陽よう
一いち･

8

人
の
フ
リ
み
て･･････････････････････････････････････････････････････････････････

12

〝
村
人
Ｂ
〟
に
は
…
…･････････････････････････････････････････････････････････

16

「
愛
情
貯
金
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か･

･･･････････････････････････････

22

ユ
ニ
ッ
ト 

い
じ
め
と
向
き
合
う･･････････････････････････････････････････････

28

さ
か
な
の
な
み
だ･･････････････････････････････････････････････････････････････

30

い
じ
め
っ
て
何
？･････････････････････････････････････････････････････････････

34

言
葉
の
向
こ
う
に･･････････････････････････････････････････････････････････････

36

怒い
か

り
の
感
情
と
上
手
に
付
き
合
お
う････････････････････････････････････････

40

葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
道･･･････････････････････････････････

リ
ト･

42

ば
あ
ば･ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

48

木
の
声
を
聞
く･･･････････････････････････････････････････････

塚つか
本もと
こ
な
み･

52

疾し
っ

走そ
う

、
自
転
車
ラ
イ
ダ
ー･･･････････････････････････････････････････････････

56

毎
日
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に･･････････････････････････････････････････････

60

門か
ど

掃は

き･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

62

使
っ
て
も
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

？･･････････････････････････････････････････････････････････

66

情
報
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン････････････････････････････････････････

70

ソ
ウ
タ
と
ミ
オ･･････････････････････････････････････････････････････････････････

72

お
互た

が

い
を
認
め
合
う
た
め
に･････････････････････････････････････････････････

76

私
ら
し
さ
っ
て
？･･････････････････････････････････････････････････････････････

78

震し
ん

災さ
い

を
乗
り
越こ

え
て
―
復
活
し
た
郷
土
芸
能
―････････････････････････････
82

ど
う
し
て
？･

･･･････････････････････････････････････････････････････････････
86

　教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
か
ら
、
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ

ム
で
す
。

あ
す
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ああすすへへのの
メメッッセセーージジ

よりよい社会を
考える❶

よりよい社会を
考える❷

　道
徳
科
と
他
教
科
・
活
動
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

生
き
方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
コ

ラ
ム
で
す
。

視
野
を
広
げ
て

1年1年　もくじ

　み
ん
な
で
考
え
合
い
た
い
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
な
生
活

環か
ん

境き
ょ
う

と
未
来

情
報
社
会

い
じ
め

自
立
と
共
生

　これらのテーマは多様性の尊重とSDGs

に関わっています（巻末「内容項
こう
目
もく
別教材一

覧」を参照）。

3 2
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特
色  

1

特
色  

2

特
色  

3

特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

教
科
書
本
冊
に
は
『
道
徳
ノ
ー
ト
』
が
付
属
し
て
い
る
の
で
、

自
前
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を
準
備
し
な
く
て
も
授
業
が
で
き
ま
す
。

も
っ
と
授
業
し
や
す
く
、
生
徒
の
成
長
を
も
っ
と
見
取
り
や
す
く
。

学
校
現
場
か
ら
の
お
声
に
支
え
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
工
夫
を
重
ね
て
進
化
し
ま
し
た
。

26

 教科書本冊
136〜139ページ

かけがえのない生命

臓器提供25

3  自分への振
ふ

り返り　当てはまるところに○印を付けよう。

自分に関わりのあることとして、考えることができた とても あまり

教材の内容や友達の意見から、新しく気づいたことがあった とても あまり

これから大切にしたいことが見つかった とても あまり

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

月　　　日 名前組　　　番

4  自由欄
らん

2

1

38

道徳科で学んだことを振
ふ

り返ってみよう
期

●❷ これまで道徳科で学んだことを振
ふ

り返って、考えたことを書いてみよう。
（例） ・授業で学んだこと ・自分の考え方に生かされていると思うこと
 ・自分が成長したと思うこと ・これからの自分にプラスしたいこと

●❸ 自由欄
ら ん

●❶ 今学期、ノートに書いたことや道徳科で学んだことを振
ふ

り返り、
　 心に残っている授業やその理由を書いてみよう。

心に残っている理由心に残っている授業（教材名）

月　　　日 名前組　　　番

道徳ノート回収時に先生が生徒の
名前を確認しやすいよう、日付欄
の横に名前欄を設置しました。

教科書本冊に掲載されている二次
元コードと同じものを道徳ノート
にも載せました。さまざまな教科書
QRコンテンツの一つとして、道徳
ノート紙面をデジタル化したワー
クシートにもアクセスできます。

必要なタイミングで、
自由な表現で、
無理のない記入量で……
柔軟に道徳ノートを活用！

友達や先生と
話し合って……

特
色 

3

進
化
し
た
『
道
徳
ノ
ー
ト
』 

名前欄工夫
1

二次元コード工夫
2

先生と生徒の意思疎通がしやすいよう、各記入欄
に番号を振りました。

各記入欄の番号工夫
3

「自分の考えをまとめて書くときの記入欄が足り
ない……。」という学校現場の声にお応えし、「自
分に+１」欄をより大きく確保しました。

「自分に＋１」欄工夫
6

自分への振り返り欄の下には自由欄を設けたこと
で、授業の感想を書いたり、先生や保護者がコメ
ントを残したりするなども可能になりました。

自由欄工夫
7

学期末の振り返りページは、１学期あたり１ページ
に拡大しました。印象的だった授業など成長の記録
をしっかり残し、重要な評価の資料になります。
また、自由欄には先生や保護者がコメントを残すなど、
家庭との連携に生かすことも可能です。

学期ごとの振り返りページ工夫
8

日文が
大切にした

こと

1

個に寄り添う
道徳ノート

友達や先生との議論から、
気づきを得たり、考えが広がったり。
そんな協働的な学びの積み重ねを
まとめられる道徳ノートは、

一人ひとりの心の成長が詰まった
大切な１冊となります。

本書 p.16

▲ 3年 道徳ノート p.26「25 臓器提供」

▲ 1年 道徳ノート p.38「道徳科で学んだことを振り返ってみよう」

中心発問「考えてみよう」のアイコンを削除する
ことで、中心発問に限らず、授業に合わせて自由
に記入欄を活用できるようにしました。

発問アイコン工夫
5

すべての教材で道徳ノートの発問欄が空欄になり、
より自由に活用いただけるようになりました。

発問欄工夫
4

※現行道徳ノートでは、「学習の進め方」が付属する教材にのみ発問を掲載。

現行道徳ノート

あいさつはどうして大切なのか，あらためて考えてみよう。

15 14



道
徳
ノ
ー
ト
は
、
先
生
の
働
き
方
改
革
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

対
応
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
支
え
、
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
を
実
現
し
ま
す
。

26

 教科書本冊
136〜139ページ

かけがえのない生命

臓器提供25

3  自分への振
ふ

り返り　当てはまるところに○印を付けよう。

自分に関わりのあることとして、考えることができた とても あまり

教材の内容や友達の意見から、新しく気づいたことがあった とても あまり

これから大切にしたいことが見つかった とても あまり

自分に自分に
プラスワンプラスワン

1+

月　　　日 名前組　　　番

4  自由欄
らん

2

1

　あ
な
た
は
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
脳
死
後
あ
る
い
は
心
臓
が
停
止
し
た
死

後
に
、
自
分
の
臓
器
を
提
供
す
る
か
、
提
供
し
な
い
か
と
い
う
意
思
を
示
す
た
め
の
も
の
で
す
。

＊

＊

▲ �健康保険証（写真右上）と運転免
めん

許
きょ

証（写真左下）の裏面

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
が
配
布
し
て
い
る
。

健
康
保
険
証
や
運
転
免め
ん

許き
ょ

証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

で
も
意
思
表
示
が
で
き
る
。

＊
臓
器
提
供
意
思
表
示

カ
ー
ド

脳
の
働
き
が
全
て
失
わ
れ
、

回
復
の
可
能
性
が
な
い
状
態
。

生
命
維い

持じ

装
置
を
止
め
る
と

心
臓
も
停
止
す
る
。
装
置
を

止
め
る
ま
で
は
心
臓
が
動
き

体
も
温
か
い
。

＊
脳
死

臓
器
提
供

25 か
け
が
え
の
な
い
生
命

136

▲臓器提供意思表示カード

WordかGoogle
ドキュメントで選べる！

教科書本冊と道徳ノートの
どちらからでも！

二次元コードを読み込んで
教科書QRコンテンツの
サイトにアクセス

教科書本冊

OCRサービスでテキストデータ化した文字 GoogleドキュメントWord

道徳ノート

道徳ノートに手書きされた文字（弊社作成）

手書きの文字を読み取るOCRサービス ワークシート(デジタルノート)
デジタル
活用

1
デジタル
活用

2
日文が

大切にした
こと

1

特
色 

3

入力作業の時短につながる！
評価、学級通信、授業改善に役立つ！

1

道徳ノートの紙面を
撮影またはスキャンして
先生に送信

2

道徳ノートに手書きする1

「ワークシート」から
形式を選んで開く2

OCRサービスは、道徳ノートに手書きされた文字をデジタルデータ化するサービスです。
※教師用指導書セット付属のサービスです。
※朱書編のみ購入の場合はご利用いただけません。
※開発中のため、内容や構成は予告なく変更になる場合があります。 本書 p.40-43

特
色  

1 

い
じ
め

特
色  

2 

多
様
性
、
S
D
G
ｓ

特
色  

3 

道
徳
ノ
ー
ト

「私」が、自分の行いを悔いて生きてきたことにつ
いて、これからの自分の生き方に照らして考えて
みよう。
幼稚園や小学校の頃に少しあって、周りに便乗し
た自分がいました。その時は、悪いと思っていて
も甘い気持ちになっていたと思います。これからは、
そういう「甘い考え」を捨てて、強さを持つこと
が大切だと思いました。これから先に何が起こる
か分からないので、その度に自分をいましめたり、
叱ったりして悔いを増やさないようにしたいです。

※ OCRサービスで使用予定の技術を使用し、弊社内でテストしたものです。 
字間や改行以外の修正は行っていません。

※実際の読み取り精度を保証するものではありません。

送られてきた画像を先生が
OCRサービスにアップロードし、
まとめてテキストデータ化してダウンロード

3

17 16




